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町の財政執行状況･
地域懇談会
みんなで考えよう市町村合併⑪　-

保健センタ-燈より･
シリーズ介護保険⑫ ･ ･

国民年金係からのお知らせ　-
指名競争入札参加資格申請について
町のできごと･
みんなの窓
ぼくのわたしの夢､俳句､矩歌
町の歴史あれこれ･･
町民俗資料館見学､戸籍の窓

2/- 世醐臆子づくりi拙削
-かねろ子どもチャレンジ

スクール開催-

チャレンジするメニユ-は､チヤリ-

チヤウ(ガレ-餃子風パイ)という台

湾のお菓子!

これってとってもあいしかったぞ!
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奏す

財政剖行状況

1 7億1 21 8万円

1 2億6665万円

地方交付税

(73.9%)

91 35万円

972万円

1億439〇万円

了28万円

国庫支出金

(10.6%)

県支出金

( 5.0%)

繰入金 滴壞�����

(0.0%) ��

1億9693万円

1億9693万円

繰　越　金

(100.0%)

2億3039万円

2653万円

1億4070万円

0

諸　収　入

(ll.5%)

町　　　債

( 0.0%)

4億946万円

2億82万円

そ　の　他

(49.0%)

｢
豊
か
に
美
し
く
住
む
ま
ち
河
内
｣実

現
の
た
め
に

平
成
同
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
上
半
期
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

一
般
会
許
の
歳
入
歳
出
予
算
額
9
月
末
の
現
計
額
は
4
2
億
5
2
7
2
万
円
で

当
初
予
算
額
　
(
仙
億
3
0
6
3
万
円
)
　
に
比
べ
5
･
5
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
｡

歳
入
状
況
は
､
町
税
(
町
民
税
､
固
定
資
産
税
､
軽
自
動
車
税
､
た
ば
こ
税
)

5
億
9
2
8
7
万
円
､
地
方
交
付
税
1
 
2
億
6
6
6
5
万
円
､
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
-
億
9
6
9
3
万
円
な
ど
2
3
億
8
0
万
円
で
､
予
算
額
の
5
4
･
-
%
が
収

入
済
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

歳
出
額
は
､
総
務
費
の
2
億
9
2
7
4
万
円
､
民
生
費
の
3
億
6
9
9
3
万

円
､
衛
生
費
の
2
億
6
9
1
4
万
円
な
ど
-
 
7
億
了
2
7
4
万
円
で
予
算
額
の
4
 
-
･

6
%
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
｡

各
特
別
会
計
の
執
行
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
｡



お知らせし

]讐誓T曇撃田　町の

6億99了5万円

3億6993万円

民　生　費

(52.8%)

6億5101万円 ����iN��茶C�SBR��

i 2億6974万円 i 

4億7056万円 僞���X蝌ｼiN��

i 1億1429万円 i 茶#Bﾃ"R��

5億8837万円 ��ｻ8孜N��茶3慨2R��

i 2億2583万円 i 

4億4009万円

1億7808万円

土　木　費

(40.4%)

7億4959万円 迄+ｸ,ﾉ�ﾂ�茶C*S坦��

1 3億2213万円 i 

臆鵜 �盈ｩkﾂ�予算額 礼鉅ﾘ(自5g鉗阡ﾗ鉗��茨ｹ?ﾉzb��歳出額 (支出率) 

国民健康保険 ���ｨ壞#c等iﾈ冷�3億9064万円 (38.0%) 滴壞C�ペiﾈ冷�イ"纈R��

特別会計 
老人保健 ���ｨ壞C#�Iiﾈ冷�4億3276万円 滴壞C##yiﾈ冷�

歳入歳出 剪イ�絣R��(42,4%) 
下水道事業 塗壞C鼎Iiﾈ冷�2億8581万円 ��壞##�9iﾈ冷�

状況 剪イC�R��(18.8%) 
ー"" ��壞鼎C9iﾈ冷�スﾔッR��1億6397万円 

介護保険 �8壞sc#iiﾈ冷�茶C2絣R��

介護サ-ビス事業 鉄�悼iﾈ冷�4678万円 (9工7%) �#3添iﾈ冷�イbﾃ坦��
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催
-
開
…

平
成
1
4
年
度
の
地
域
懇
談
会
が
､
‖
月
1
9
日
か
ら
2
8
日
に
か
け
て
各
地

区
7
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
懇
談
会
で
は
､
±
域
づ
く
り
に
]
�
*
�
,
@

の
多
数
の
意
見
･
要
望
が
出
さ
れ
､
各
会
場
と
も
活
発
な
話
し
合
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

地
域
懇
談
会
は
､
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
､
で
き
る
限
り
そ

こ
で
挙
げ
ら
れ
た
要
望
事
項
を
､
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
に
､
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
抱
え
て
い
る
要
望
を
各
行
政
地
区
　
(
町
内

の
各
分
館
ご
と
)
　
で
直
接
伺
う
こ
と
で
､
そ

の
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
こ
う
と
は
じ

め
ら
れ
､
今
回
で
8
回
目
を
迎
え
ま
し
た
｡

今
年
も
､
野
市
町
長
･
青
野
収
入
役
･
青

山
教
育
長
を
は
じ
め
､
各
課
長
全
員
が
出
席
､

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
･
質
問
等
に
は
可
能
な

限
り
即
答
体
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
｡
今
年
の

懇
談
会
で
は
､
大
き
な
論
題
と
な
っ
た
の
は
､

ど
こ
の
会
場
に
お
い
て
も
市
町
村
合
併
に
関

す
る
こ
と
､
今
年
度
か
ら
改
修
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
防
災
行
政
無
線
に
関
す
る
こ
と
､

少
子
化
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
関

す
る
こ
と
な
ど
の
質
問
が
非
常
に
多
く
で
て

い
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら

の
声
を
､
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
､

対
話
の
あ
る
､
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
｡
主
に
出
さ
れ
た
意
見
･

要
望
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
｡

地
域
懇
談
会
で
出
さ
れ
た

主
な
意
見
や
要
望

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

▼
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

▼
来
年
度
の
転
作
内
容
及
び
今
後
の
農
政
問

題
に
つ
い
て

▼
航
空
機
騒
音
問
題
に
つ
い
て

▼
下
水
道
の
進
捗
及
び
加
入
状
況
に
つ
い
て

▼
圏
央
道
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

▼
少
子
化
に
伴
う
小
･
中
学
校
通
学
区
等
の

見
直
し
に
つ
い
て

▼
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

▼
学
校
5
自
制
及
に
伴
う
地
域
支
援
制
度
の

充
実
つ
い
て

▼
結
婚
問
題
に
つ
い
て

▼
防
火
水
槽
､
消
火
栓
の
設
置
に
つ
い
て

そ
の
他
､
道
路
･
街
路
灯
の
補
修

等
の
要
望
が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
､

早
急
に
現
地
確
認
を
し
て
必
要
度
等

を
検
討
し
た
う
え
で
対
応
し
ま
す
｡

県
道
･
国
道
に
関
す
る
要
望
に
つ
い

て
は
､
管
轄
の
機
関
に
要
望
し
ま
す
｡

_

¥

漢
2
7
日
　
(
水
)
　
町
小
中
学
校
音
楽

会
､
茨
城
農
業
改
革
研
究
会
､

地
域
懇
談
会
　
(
第
2
分
館
)

萱
2
8
日
　
(
木
)
　
社
会
保
険
事
務
所

長
来
庁
､
町
交
対
協
､
税
に
関

す
る
標
語
表
彰
式
､
地
域
懇
談

会
　
(
第
-
分
館
)

喜
2
9
日
　
(
金
)
　
国
保
事
務
講
評

漢　書

27場2〔

日)日
帽
　
町
長
の
動
き

1
圏
1
日
　
(
金
)
　
つ
く
ば
市
､
茎
崎

町
合
併
記
念
式
典

喜
3
日
　
(
日
)
　
ち
び
っ
こ
相
撲
大

会
､
輝
い
て
河
内
い
き
い
き
禁

書
5
日
　
(
火
)
　
庁
議

喜
6
日
　
(
水
)
　
衛
生
組
合
･
稲
広

事
務
組
合
管
理
者
視
察
研
修

(
-
8
日
)

喜
9
日
　
(
土
)
　
子
と
も
ま
つ
り

宴
-
 
-
日
　
(
月
)
　
町
政
モ
ニ
タ
-
会

議
､
商
工
会
青
年
部
寄
附
来
庁

喜
1
 
2
日
　
(
火
)
介
護
保
険
策
定
委
員
会

m
1
 
3
日
　
(
水
)
　
I
F
食
材
･
産
品

フ
ェ
ア
2
0
0
2
　
(
浜
松
町
)

(
-
1
4
日
)

'
_
 
4
日
　
(
木
)
　
戦
没
者
追
悼
式

o
1
 
5
日
　
(
金
)
　
塵
芥
処
理
組
合
管

理
者
会
議
､
同
定
例
議
会

o
_
 
8
日
　
(
月
)
塵
芥
処
理
組
合
正

副
管
理
者
及
び
組
合
議
会
議
員
視

察
研
修

喜
1
 
9
日
　
(
火
)
　
地
域
懇
談
会
　
(
第

7
分
館
)

営
2
 
-
日
　
(
木
)
　
寿
人
生
大
学
､
地

域
懇
談
会
　
(
第
6
分
館
)

喜
2
2
日
　
(
金
)
　
入
札
､
県
内
四
郡

人
事
給
与
研
究
協
議
会
定
例
会
､

地
域
懇
談
会
　
(
第
5
分
館
)

喜
2
3
日
　
(
土
)
　
生
坂
ス
ボ
少
大
会

喜
2
5
日
　
(
月
)
　
地
域
懇
談
会
　
(
改

善
セ
ン
タ
-
)

(
火
)
　
地
域
懇
談
会
　
(
役
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今
回
は
､
市
町
村
合
併
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
｡

ま
た
､
今
後
と
も
市
町
村
合
併
に
対
し
て
疑
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
､
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
｡

Q
.
ど
こ
と
合
併
す
る

の
?

A
.
河
内
町
が
ど
こ
の
市
町
村
と
合
併
す

る
か
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
白
紙
で
す
｡

現
在
､
町
と
し
て
は
合
併
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
て
お
り
､
今
後
､
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
ア
ン
ケ
-
ト
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
｡そ

れ
ら
を
参
考
に
十
分
な
議
論
を
し
た

う
え
で
方
向
性
を
決
め
て
い
き
ま
す
｡

C

Q
.
他
県
市
町
村
と
の

合
併
は
?

A
.
都
道
府
県
の
境
界
に
わ
た
る
合
併
の

手
続
き
は
通
常
の
合
併
と
は
異
な
り
､
ま

た
そ
の
形
態
　
(
新
設
合
併
か
編
入
合
併
)

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
､
こ
の
よ
う

な
合
併
も
可
能
で
す
｡

全
国
的
に
み
て
､
県
境
に
位
置
す
る
市

町
村
が
他
県
市
町
村
と
の
合
併
を
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
｡

昭
和
約
年
代
に
は
こ
の
よ
う
な
合
併
が

6
件
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
｡

Q
.
合
併
す
る
と
市
に

な
れ
る
?

A
.
市
制
を
施
行
す
る
た
め
に
は
地
方
自

治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
　
｢
市
と
な
る
べ

き
要
件
｣
　
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
､
合
併
特
例
法
に
よ
り
､
人
口
要
件

が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
､
こ
れ
を
満
た
さ
な

く
て
も
市
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

Q
.
市
に
な
る
と
何
が

変
わ
る
?

A
.
市
は
､
そ
の
権
能
や
組
織
に
つ
い
て
､

い
く
つ
か
の
点
で
町
村
と
は
異
な
り
ま
す
｡

市
と
町
村
の
権
能
の
違
い
を
み
る
と
､

主
に
生
活
保
護
､
児
童
福
祉
､
老
人
福
祉

等
の
社
会
福
祉
関
係
に
お
い
て
､
市
は
､

よ
り
重
要
な
事
務
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
任
を
有
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
組
織
に
つ
い
て
は
､
議
会
議
員

の
定
数
や
福
祉
事
務
所
を
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
｡

Q
.
合
併
す
る
と
税
金
は
?

A
.
町
の
税
金
は
､
地
方
税
法
に
よ
る
基

準
に
基
づ
き
､
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
｡

し
た
が
っ
て
､
合
併
し
て
新
し
い
市
や

町
に
な
っ
た
場
合
も
合
併
後
の
市
や
町
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
､
地

方
税
法
に
よ
る
標
準
税
率
を
採
用
し
て
い

る
市
町
村
と
合
併
し
た
場
合
は
､
特
別
な

理
由
が
な
い
限
り
税
率
が
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
｡
(
茨
城
県
内
の
市
町
村
は
､

ご
く
一
部
を
除
き
標
準
税
率
採
用
)

た
だ
し
､
個
人
の
市
町
村
民
税
の
均
等

割
は
､
税
率
が
人
口
規
模
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
､
人
口
規
模
が
一
定
以

上
に
大
き
く
な
れ
ば
税
額
も
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
｡

例
え
ば
､
河
内
町
が
合
併
し
て
人
口
-
5

万
人
の
市
に
な
っ
た
場
合
､
均
等
割
額

(
年
額
)
　
は
現
在
の
2
千
円
か
ら
2
千
5

百
円
に
な
り
ま
す
｡
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圃絢』擦矛 診㊥務縄㊧越
私たちの骨董は2 0代から3 0代にかけてピ-クとなりますが､年齢とともに減少し､

8 0歳くらいになるとへ　若年時代に比べて男性で約3 0%､女性は約4 0%も骨董が減少

するといわれます｡

骨董の減少自体は生理的なものですが2 0-3 0%も骨董が減少し､骨の微細なネット

フ葛クが弱くなって､その結果として骨折しやすくなった状態が骨粗しょう症と呼ばれま

す｡

骨董の減少は他の病気が原因となることもありますがへ　多くは主に骨の中のカルシウム

が不足することによって引き起こされます｡

初期にはほとんど自覚症状がなく､それ自体はあまり重篤な病気ではありませんがへ　骨

折を起こすことにより､寝たきり状態となってしまうこともあります｡

この検診は､足のエコ- (超音波)検査だけで､痛みもなく簡単な検査ですので､ 2年

に1度くらいの受診をお勧めします｡

ー骨組しょう症の症状-

①背中や腰が痛くなります

②ちょっとした事で骨折しやすくなります

③身長が縮んできます

④背中が丸く､腰がまがってきます
※骨粗しょう症Iこよる骨折は､寝たぎりの原因の第2位となっ

ています

日　　程

日時 亦��(�ｨ��受付時間;定責｢ 

2月21日(金) i 亦�尸]ｸﾉ(5ｨ985��ｲ�午前10:00へ10:30120名 

1つつみ会館 佻�3�｣3�-c#｣���｢2国 

検診方法　　問診､足のエコ- (超音波)検査

申込方法　　保健センタ-まで電話､又は直接窓口へお越しください｡

料　　金　1, 000円(検診当日に徴収します)



ウリ言ズ　何語保険l71鵜ト212音
弁護が幽霊据竣c�xI.ｶ��������ﾎ､x*衰v)占n=±潔㊨利用開館蓑c�

要　介　護　認　定　申　請　書　提　出

介護保険係の窓口に介護保険証を添え申請書を提出します｡本人や家族のほか､居宅
介護支援事業所や介護保険施設に代行してもらうこともできます｡

▼

介護が必要になったら申請を

丁~ ~~~

訪　　　問　　　調　　　査

町の委託した介護支援専門員が訪問し､心身の状態に関す
る項目と医療に関する項目(全国共通)についてへ　本人と
家族への聞き取り調査を行います｡

▼

審　　　査　　　判　　　定

訪問調査をもとにしたコンビュ-タによる-次判定の結果
と主治医意見書をもとに､保健へ　医療,福祉の専門家で構
成する介護認定審査会が審査し､要介護度が最終的に判定
されます｡

▼

認　　　　　　　　　　　　定

原則として,30日以内に町から認定結果通知書と,認定 l結果が記載された保険証が届きます｡ 

音サ-ビスの利用iよケアプランの作成から書▼ 

在宅サービス �,ﾈ.�,x郢�ﾘ5Bﾘ7(5��
音居宅サービス計画 �*�-ﾈ5���(+x/�袵�l入所したい施設を選ぶ 

(ケアプラン)作成を依頼 �.f�/�i2�i 雪入所したい施設を選びます｡居宅介護支援事 

居宅介護支援事業所の介護支援専門員に作成 辻�3Xｹ�(沽�,ﾈ櫁ﾎﾈ辷��ｩnX醜,��ｩ&ｸ+x.�,jH郢�ﾘ,��
を依頼します｡ ��関する情報を紹介してもらえます｡ 

▼ 凵･ 

居宅サ-ビス計画作成 刄Tービス内容の説明 
介護支援専門員と本人･家族が話し合いへ必 剋{設の担当者から､施設で受けられるサ-ビ 
要なサ-ビス計画を作成します｡ ▼ サ-ビス内容の説明 刄Xについて具体的な説明を受けます｡よく内 容を確課しましょう｡ ▼ 施設と契約 

事業者から利用するサービスの具体的な説明 を受けます｡よく内容を確課しましょう｡ 剴�鰍ｷる施設と契約を結びます｡書類内容を よく確認しましょう｡ 

▼ 凵･ 

サ-ビスの契約 舒ﾈ�9uR�施設サ-ビス計画作成 
提供を受けるサ-ビスについて事業者と契約 �*H,�5B�施設の介護支援専門員が利用者にあったサ- 
を結びます｡ �.�,��ビス計画を作成します｡ 

▼ ��▼ 

サービスの利用開始 
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ガ)らのお先､毒
ー国民年金保険料納付証鴨の

発行についての
平成14年分の年末調整･確定申告で国民年金保険料の控除を受ける場合は,国民

年金保険料領収書等を確認し申告することになります｡

なお,領収書を紛失して,納付した保険料の証明書がどうしても必要な方につき

ましては,土浦社会保険事務所で納付証明書を申請して発行してもらうことができ

ます｡その際,印鑑及び年金手帳の持参が必要となります｡代理人の場合には委任

の持参が必要です｡

※平成14年度4月から国民年金保険料の納付事務が国に移行されたことにより､

役場窓口での納付証明発行は､いたしません｡

※役場において確定申告される方につきましては,国民年金保険料の領収書･納

付証明書の添付がなくても国民年金保険料の控除を申告できます｡

募莱します!田沼聾盆襲撃笠
家庭の経済的な理由などから高校への進学が困難な子弟を対象に､学費の-部を援助して人材の

育成を図ることを目的とした｢田沼多富男生涯学習基金奨学生｣を募集します｡

､こ　　■対　象　者　申請者及びその扶養義務者が1年以上(基準日･4月

1日)引き続いて居住し､高校進学を希望しているが経済的に困難な

方で､かつ在学する中学校長の推薦を受けた方｡

回給付予定人員　審議会の選考基準により決定

薗給　付　額　月額15,000門

(特別奨学金70.000円　l学年時のみ)

喜給　付　期　間　高校を卒業するまで

喜受　付　期　間　平成15年1月10日(金)-27日(月)まで

喜決定及び通知　結果は､中学校長に通知します｡



平成1与･ 1音6年度

洞蘭画競争入龍野軸資格審査書H
の受付緯ついて

平成1 5年4月1日から平成1了年3月3 1日までの期間中､河内町が行う競

争入札に参加を希望する場合は､競争入札参加資格審査の申請を行ってください｡

この資格審査の結果､競争入札参加資格者名簿に登録された方(有資格者)以

外は､河内町の競争入札に参加することができません｡

喜受付期間　　平成15年2月3日(月)へ平成15年2月28日(金)

※土,日,祝日を除きます｡ ※郵送可(当日消印有効)

■受付場所　　河内町役場　企画財政課管財係

園申請書類　　申請書の様式は.統-様式(国土交通省統-様式も可)とします｡詳細に

ついては､ ｢河内町競争入札参加資格審査申請書提出要項｣をご覧下さい｡

要項は平成1 5年1月6日(月)から河内町役場にて配布いたします｡

なお､要項は河内町のホ-ムペ-ジでもご覧いただけます｡

※ホ-ムペ-ジアドレスは､平成1 5年1月以降変更いたします｡

血ttp://business2. plala, o｢. jp/kawachi　(平成1 4年1 2月中)

血ttp://w. town. kawachi. iba｢aki, jp/　(平成1 5年1月以降)

龍ヶ崎地方塵芥処理組合

引　　出･　　''i･::昔,i

因受付期間

平成15年2月3日(月)一28日(金)

喜受付場所及び問合せ先

繕ケ崎地方睦芥処理組合総務課管理係

命60臆1777 (内線106)

漢申請書類

申請書の様式は､全国統-様式(国土交通省統｣様式可)です｡

※詳細については､ ｢競争入札参加資格審査申請の手引き｣をご覧下さい｡

この申請の手引きは､平成14年1月6日(月)からそれぞれの組合で配布します｡

i
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読
争
入
札
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加
資
格

審
査
申
請
書
受
付



トン汁400大分

｢おいしいぞ- !｣

国

裏
書
の
ピ
書
さ
き

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
｡

連
絡
先
,
秘
書
広
聴
認

容
8
4
-
2
1
1
1
(
内
線
｢
o
3
)

ー
三
世
代
6
れ
あ
い
の
集
い

-
子
と
も
ま
っ
り
開
催
-

-
‖
月
9
日
､
農
業
者
ト
レ
-
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
-
に
お
い
て
､
三
世

代
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
､
世
代
間

の
交
流
を
図
ろ
う
と
､
河
内
町
子

ど
も
会
育
成
会
連
合
会
主
催
に
よ

る
　
『
子
ど
も
ま
つ
り
』
　
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡
当
日
､
子
ど
も
達
は
､

お
じ
い
ち
ゃ
ん
･
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
先
生
に
､
竹
細
工
､
折
り
紙
･

あ
や
と
り
､
お
手
玉
な
ど
を
憤
れ

な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
作
り
上
げ
､

実
際
に
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験

し
ま
し
た
｡
昼
食
に
用
意
さ
れ
た

ト
ン
汁
4
0
0
杯
分
も
あ
っ
と
い

う
間
に
空
に
な
る
な
ど
多
い
に
楽

し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
｡

平
和
へ
の
願
い

-
戦
没
看
追
悼
式
-

‖
月
1
4
日
､
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
-
多
目
的
ホ
-
ル
に
お
い
て

遺
族
や
関
係
者
の
参
列
の
も
と
河

内
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
｡
戦
争
そ
の
も
の
の
悲
惨
さ

が
風
化
さ
れ
な
い
た
め
に
も
､
ま

た
､
さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
尊
い

犠
牲
と
な
ら
れ
た
本
町
関
係
の
殉

国
の
英
霊
に
対
す
る
､
追
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
､
ご
遺
族
の
ご

苦
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に
対
し
深
い
敬
意
を
表
し
､

恒
久
の
平
和
を
祈
念
し
郷
土
発
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へ
の
決
意
を
誓
い
ま
し
た
｡
式
で

は
､
-
分
間
の
黙
祷
､
野
商
町
長

の
式
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､
遺
族
会
長
ほ
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追
悼

の
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に
続
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戦
没
者
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冥
福
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祈
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菊
の
花
を
献
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し
ま
し
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図

｢
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に
関
す
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五
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品

中
学
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に
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し
た
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国
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催
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優
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ま
し
た
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中
学
生
の
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え
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の
考
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さ
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各
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介
し
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す
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(
敬
称
略
)

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
(
優
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え
よ
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の
役
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住
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い
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高
橋
あ
ゆ
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(
金
江
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中
｢
年
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竜
ヶ
崎
税
務
署
長
賞

税
金
は
　
生
活
支
え
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エ
ネ
ル
ギ
-

三
浦
　
香
織
　
(
河
内
中
2
年
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て
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桜
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恵
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金
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3
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賞
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仁
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一
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み
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本
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に
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金

大
橋
　
文
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(
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)
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で
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あ
る
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我
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の
町
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一
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(
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江
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中
3
年
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歴
史
講
演
会
開
催

冬
物
の
見

¥
*
.
*
r
,
~

傍
ら
茶
托
.
杜
　
痛
･
島
正
章

'

-

‖
月
_
 
0
日
､
河
内
町
史
編
さ
ん

委
員
会
主
催
に
よ
る
､
歴
史
講
演

会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
町

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
会
場
に
訪

れ
ま
し
た
｡
講
演
会
は
､
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
瀬
島

正
士
先
生
を
講
師
に
迎
え
､
町
内

二
回
に
渡
る
歴
史
的
建
造
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の
調

査
を
も
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に
し
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｢
寺
社
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見
方
｣
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基
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的
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そ
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ら
建
造
物
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ラ
イ
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等
に

よ
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ど
こ
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つ
い
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頂
き
ま
し
た
｡
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光
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催
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賞
式
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新
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環
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セ
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タ
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俳
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(
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ま
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た
｡
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し
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を
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軸
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4
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茨
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ま
し
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勝
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し
ま
し
た
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と
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大
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4
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6
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催
･
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出
場
　
(
上
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す
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が
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し
ま
し
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｡

ま
た
､
来
月
開
催
さ
れ
る
全
国
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茨
城
県
予
選
大
会
に
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す
る
こ
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が
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ま
り
､
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在
全
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大
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場
に
も
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張
っ
て
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ま
す
｡
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｡

-

練

習

日

-

毎
週
水
曜
　
午
後
9
暗
く
-
o

時
　
農
業
者
ト
レ
-
二
ン
グ

セ
ン
タ
-
　
(
中
央
公
民
館
)

に
て
練
習
中
-

-
最
近
の
成
繍
-

龍
ヶ
崎
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
･
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
3

位
連
絡
先
　
坂
本
雅
寿

Ⅲ

胴

-

2

6

3

2

-

l

O

-

8

｢
川
の
写
真
コ
ン
ク
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｣

入
営
I
･
一
国
土
交
通
省
主
催
一

｢
川
の
写
真
コ
ン
ク
-
ル
｣
　
は
､

河
川
愛
護
思
想
の
普
及
と
啓
発
を

目
的
に
､
首
都
圏
及
び
そ
の
周
辺

の
小
･
中
学
生
､
及
び
高
校
生
を

対
象
に
行
わ
れ
､
第
2
2
回
の
開
催

と
な
り
ま
す
｡

今
回
の
応
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学
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数
2
2

2
校
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応
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2
9
2
4
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､
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数
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5
0
5
-
点
あ
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江
津
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校
5
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小
野
健
太
君
が
　
【
努
力
賞
】
　
を
受

賞
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
金
江
津
小

学
校
が
昨
年
に
続
き
学
校
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
｡



みんなの

お知らせ

12月の納税

◇固　定　資　産　税　3期◇

◇国民健康保険税　5期◇

◇介　護　保　険　料　5期◇

徴収日は12月25日です｡

2｡｡3年1月の納税

◇　町　県　民　税　4期　◇

徴収日は1月31日です｡

容ガイや 兢ｸﾉ(5ｨ985籀tﾓCCッ�
学校教育課⑭3322 

役場⑭2111 FAX⑭4357 

誤芸嵩⑭2843 
水道課⑭2361給食センタ-⑭2845 

つつみ会館⑯3740福祉センタ-⑭36.99 

テ-マ『心の生涯教育』　日時1月16日(木)午後6時へ7時　間合せ先　密87-3561

講　師　池田　修氏　場所　新利根町中山3912 (株)オクド　　　　　　　鈴木まで

生
活

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

解
雇
､
配
置
転
換
､
賃
下
げ
､

セ
ク
ハ
ラ
等
の
個
別
労
働
関
係
紛

争
解
決
の
た
め
､
茨
城
県
労
働
局

総
務
部
企
画
室
及
び
県
内
労
働
基

準
監
督
署
内
の
総
合
労
働
相
談
コ
-

ナ
-
で
は
､
労
働
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
を
受
け
つ

け
て
い
ま
す
｡

問
合
せ
先

茨
城
労
働
局
総
務
部
企
画
室

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

4

-

6

2

-

2

h
二
〇
‥
¥
¥
蔓
∴
b
a
r
a
k
i
｢
書
d
茎

k
y
e
k
壬
の
〇
.
j
p

1
 
4
年
分
所
得
税
及
び
贈
与
税
の

確
定
申
告
期
間
の
お
知
ら
せ

平
成
_
4
年
分
の
所
得
税
及
び
贈

与
税
の
確
定
申
告
期
間
の
初
日
が

土
曜
日
､
日
曜
日
に
あ
た
る
た
め
､

税
務
署
で
の
相
談
及
び
申
告
書
の

受
付
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
｡

▼
所
得
税
　
平
成
1
 
5
年
2
月
1
 
7
日

(
月
)
　
-
3
月
1
 
7
日
　
(
月
)

▼
贈
与
税
　
平
成
-
 
5
年
2
月
3
日

(
月
)
　
-
3
月
_
 
7
日
　
(
月
)

※
閉
庁
日
　
(
土
･
日
曜
日
･
祝
日

等
)
　
は
税
務
署
で
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
､
申
告
書
は
郵
送
又
は
税
務

署
の
時
間
外
収
受
箱
に
摂
南
す
る

こ
と
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
｡

募
集

竜
ヶ
崎
第
二
局
等
学
校
定
時

制
成
人
特
例
入
学
者
募
集

竜
ヶ
崎
一
高
定
時
制
課
程
で
は
､

｢
_
 
5
年
度
成
人
特
例
入
学
者
選
抜
｣

を
行
い
ま
す
｡

応
暮
資
格

原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
又

は
勤
務
地
を
有
し
､
中
学
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
も
の
｡

平
成
-
 
5
年
4
月
1
日
現
存
､

満
2
0
歳
以
上
の
も
の
｡

た
だ
し
高
等
学
校
普
通
科
を

卒
業
し
て
い
る
者
は
除
く
｡

問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
一
高
定
時
制
　
ま
で

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

2

-

2

1

4

6

家
族
介
護
教
室
のお

知
ら
せ

河
内
町
在
宅
支
援
セ
ン
タ
-
で

は
､
町
内
に
住
ん
で
い
る
介
護
･

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
い

る
家
族
や
関
心
の
あ
る
方
を
対
象

に
介
護
支
援
教
室
を
開
催
し
ま
す
｡

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

日
時
　
2
月
エ
ロ
　
(
土
)

午
後
2
時
-
3
時
3
0
分

場
所
　
河
内
町
中
央
公
民
館
大

会
議
室

テ

-

マ

『
知
っ
て
得
す
る
介
護
サ
-
ビ
ス
』

囚
容

･
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
て
?

･
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

I
¥

･
町
の
福
祉
サ
-
ビ
ス
に
つ
い
て

問
合
せ
先

河
内
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
-

あ
じ
さ
い
苑

Ⅲ
8
4
-
o
3
1
2
　
(
鈴
木
)

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

『
放
送
大
学
』

放
送
大
学
で
は
､
平
成
_
 
5
年
度

第
1
学
期
学
部
生
･
大
学
院
修
士

科
目
生
学
生
を
募
集
し
ま
す
｡

詳
し
く
は
､
左
記
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
｡

募
集
期
間
　
書
2
月
_
 
5
日
　
(
日
)

-
2
月
2
8
日
　
(
金
)

資
料
請
求
･
問
合
せ
先

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
-

〒

3

-

0

-

0

0

5

6

水
戸
市
文
京
2
-
1
-
l
　
(
茨
城

大
学
内
)

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

8

-

0

6

8

3

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ぺ
-
ジ

h
H
p
:
/
/
]
m
/
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/
h
p

平
成
1
 
4
年
度
環
境
保
全
茨

城
県
民
大
会
参
加
者
募
集

『
紺
野
美
沙
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
､
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
｡
』

日
時
　
-
月
2
9
日
　
(
水
)
　
午
後

-
時
3
0
分
-
午
後
4
時

場
所
　
茨
城
県
庁
9
階
　
講
堂



i剛iiiil　休　日　診　療　当　番　医

【1月】

1日　矢野整形外科医院　0298-92-2127

2日　坂本耳鼻咽喉科医院　0298-92-2627

3日　和　田　医　院　0298-94-2412

5日　津　村　医　院　0298-9｣葛2719

12日　竹　尾　医　院　0297-86-2436

13日　江戸崎眼科医院　0298-92-0262

19日　宮　本　病　院　0299-79-2111

26日　佐倉クi｣ニック　0298-92葛7011

【2月】

2日　矢野整形外科医院　0298-92-2127

9日　坂本(隆)医院　0298-92-2232

11日　大久保医院　0298-94葛2733

16日　鈴木クリニック　0298-92-3640

23日　本　橋　医　院　0298-92-2308

竜ヶ崎地区　*上段が内科､下段が外科です｡

【1月】

l日　山　本　医　院

みや細欄整跡滑川二リグ

2日　横　田　医　院

牛　尾　病　院

3日　吉津胃腸科医院

いしかわクリニック

5日　斎藤クリニック

飯野クリニック

12日　三石内科クリ二ソク

いがらしクリニック

13日　村井内科用巳科医院

西新道外科医院

19日　野上小児科医院

野　村　医　院

26自　若似内科胃腸科医院

竜ヶ崎医院

【2月】

2円　山　村　医　院

青　木　医　院

9日　八代内科医院

菊地整形外科

11目　線岡小児科医院

みや勅胴墓跡‡伊)二ノウ

16日　細井クリニック

飯野クリニック

23日　恭子内科循環器科

牛　尾　病　院

*　都合によりへ　当番医が変更になる場合

もあります｡ T療を受ける際は　必ず電話で確かめてください｡

66-0555

64-3131

64-1710

64-6111

66-3245

62-3761

66-2000

60-2323

64-3105

66-6111

心配ごと梱談斬
i 1月15日(水)午前10時一正午

･ 2月3日(月)午前10時一正午

･ 2月1了日(月)午前10時一午後3時

/〉会　　　場　公民館第2分館

(2月1 7日は,つつみ会館)
¥聞合せ先社会福祉協議会

密84-2830
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講
演
内
容

演
題
-
『
は
じ
め
の
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
-
環
境
先
進
国
ブ
ー

タ
ン
と
日
本
-
』

講
師
-
紺
野
美
沙
子
さ
ん
　
(
女

優
)参

加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
は
が
き
､
F
A
X

又
は
電
子
メ
-
ル
に
住
所
･
氏

名
･
電
話
番
号
を
明
記
の
上
､

帽
~
‖
軸

l
月
_
 
7
日
(
金
)
　
ま
で
に
左
記

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
｡

申
込
･
聞
合
せ
先
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源清田保育所

めんとつ　　=うずけ

安藤　昂介くん
バスのうんてんしゆ

おおっカ､　　a　さ

大塚　美沙ちゃん

おはなやさん

糸川麻里香ちゃん
ペットやさん

片岡　直人くん
ハイクやさん

うえまつ　　ひろ　±　　　　　　　　　　　　　　凄　心か　　たいt!い

植松　宏貴くん　　　真仲　泰成くん

だいくさん　　　　サッカ葛せんしゆ

二二〇二
よしrL　　=さ　と　　　　　　　　　　　　aすかい　,ふっすけ

吉田　仁人くん　　　　水飼　涼介くん

おもちゃやさん　　　テニスプレ-ヤ-

苗斧庄久山　郡山宵山

木崎司松　日　　　田野田

キ　登浩か　玉マ清華
ヨ　千　　げ　　　サ

保子子洋郎　翠工-夫

緋

　

萄

　

か

わ

も

俳

句

会

穴
ま
と
ひ
幽
け
さ
音
を
立
て
に
け
り杉

　

原

　

利

　

代

朝
刊
を
く
ま
な
く
読
み
し
文
化
の
日大

　

塚

一

重

め
で
た
さ
や
百
着
の
媛
文
化
の
日

飯

　

島

　

ヨ

シ

ノ

穴
ま
と
ひ
欲
念
秘
め
て
川
渡
る

田

　

中

　

白

　

茅

父
母
に
な
き
米
寿
賜
る
敬
老
月

潟

　

野

　

た

　

け

友
の
名
を
し
ば
し
怠
れ
し
}
翌
化
展

根
　
本
　
た
け
し

穴
ま
と
ひ
世
は
不
可
解
な
事
多
き

川

　

口

　

ふ

　

く

木
枯
や
髪
板
-
母
の
細
さ
腕

大
　
野
　
志
げ
子

穴
ま
と
ひ
身
を
棄
ユ
･
ノ
処
決
め
か
ね
て田

　

中

　

康

　

夫

野
仏
に
一
輪
挿
し
の
野
菊
か
な

吉

　

田

　

囲

　

郎

町
長
の
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
や
文
化
の
日田

　

沼

恰
草
創
野
菊
を
避
け
て
そ
っ
と
振
る松

　

崎

な
つ
か
し
き
友
を
巡
り
し
敬
老
会

大

　

森

走
り
蕎
麦
僧
と
一
緒
の
信
濃
旋

石
塚

可
憐
に
て
真
面
目
に
生
き
る
野
菊
か
な

岩

　

泉

中
天
に
浮
雲
ひ
と
つ
竹
の
春

橋

　

爪

曽
孫
生
れ
家
族
で
祝
ふ
文
化
の
日

津

　

根

『
忘
己
利
他
』
　
つ
と
に
金
言
文
化
の
日飯

塚

饉

　

諏

　

か

わ

も

矩

歌

会

ひ

つ

し

青
刈
り
を
せ
し
田
の
櫓
さ
は
ひ
つ
つ
逆
ら
ふ
加
-
実
を
結
び
た
り

バ

イ

パ

ス

の

側

に

ス

ス

キ

の

花

咲

け

り

コ

ン

ク

リ

-

ト

の

ア

ク

に

汚

れ

ず

飽
食
に
柿
食
む
子
羊
も
な
き
今
は
鳴
声
あ
げ
て
烏
啄
は
み
ぬ

敷
石
の
愛
せ
し
タ
ワ
-
フ
リ
ノ
,
ソ
は
霧
に
か
す
み
て
ロ
ン
ド
ン
は
師
走

か
わ
ち
文
化
祭

人
々
の
私
め
し
カ
に
驚
き
ぬ
集
め
て
首
で
し
芸
術
の
秋

猿
を
背
に
鹿
の
越
え
し
と
伝
え
き
く
青
田
に
影
し
大
型
機
知
つ

コ
ス
モ
ス
の
括
る
る
が
如
き
素
直
さ
に
い
よ
生
き
て
居
る
位
置
を
ふ
と
思
う

流
れ
消
え
行
く
書
見
上
く
べ
`
ト
よ
り
我
も
静
か
に
消
え
る
を
里
も

『
誠
夫
少
年
』
純
の
民
な
と
仕
掛
た
る
川
原
に
い
ま
も
そ
の
時
が
あ
る

(
生
坂
)



町の歴史
あれこれ

町史編さん嘱託員　鈴木　久

没後20年に歌碑建立を
おおののぶお

河内の歌人大野誠夫( 1 )

歌
人
大
野
誠
夫
顕
彰
を
の
声

去
る
六
月
､
土
浦
に
お
住
ま
い

の
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
､

川
村
ハ
ツ
エ
先
生
か
ら
河
内
町
出

身
の
歌
人
大
野
誠
夫
の
顕
彰
を
ぜ

ひ
地
元
で
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
｡

先
生
は
全
国
的
に
有
名
な
歌
人
で
､

な
が
つ
が
た
〃
し

長
塚
節
研
究
と
と
も
に
､
｢
大
野

誠
夫
を
読
む
会
｣
　
を
主
宰
さ
れ
季

ば

プ

刊
雑
誌
『
薔
薇
』
　
を
発
行
す
る
な

ど
大
野
誠
夫
の
顕
彰
に
は
特
段
の

尽
力
を
さ
れ
て
き
た
方
で
す
｡
平

成
十
六
年
に
は
大
野
誠
夫
生
誕
九

十
周
年
､
没
後
二
十
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
､
大
野
誠
夫
の
創
刊

さ

く

`

/

ぅ

に
な
る
同
人
誌
『
作
風
』
　
や
　
『
輩

薇
』
　
の
会
員
か
ら
､
誠
夫
の
郷
里

/
1
,

に
ぜ
ひ
と
も
歌
碑
の
建
立
を
と
の

強
い
要
望
が
あ
る
と
い
う
も
の
で

し
た
｡
こ
の
要
望
に
応
え
る
べ
く

早
速
､
二
年
後
の
歌
碑
建
立
､
記

念
行
事
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
こ
の
十
一
月
八
日
に
　
『
作
風
』

編
集
長
の
金
子
貞
雄
先
生
､
川
村

先
生
を
お
迎
え
し
､
青
山
教
育
長
､

河
内
短
歌
会
青
木
保
氏
､
生
涯
学

習
課
担
当
者
で
話
し
合
い
を
も
ち

発
起
人
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
｡

五
年
前
に
　
｢
偲
ぶ
｣
　
講
演
会

平
成
九
年
十
一
月
､
河
内
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
､
町
史
編
さ

ん
委
員
会
主
催
に
よ
る
　
｢
大
野
誠

夫
を
偲
ぶ
｣
　
講
演
会
を
､
大
野
ひ

で
子
夫
人
､
子
息
の
大
野
曜
吉
先

生
､
川
村
ハ
ツ
エ
先
生
を
お
迎
え

し
て
､
二
百
名
近
く
の
方
々
の
出

席
の
も
と
盛
大
に
実
施
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
｡
今
回
の
話
も
､
ぜ

ひ
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
成

功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
｡

こ
の
間
､
川
村
先
生
に
寄
託
さ

れ
て
い
た
津
川
洋
三
氏
所
蔵
の
大

け
い
お
ん

野
誠
夫
著
作
･
雑
誌
　
(
｢
鶏
苑
｣

1

-

-

▲

｢
砂
廊
｣
　
｢
作
風
｣
)
　
等
の
寄
贈
が

あ
り
､
中
央
公
民
館
の
図
書
室
に

｢
大
野
誠
夫
コ
-
ナ
-
｣
　
を
設
け

て
保
管
し
､
色
紙
､
書
簡
と
と
も

に
町
民
や
研
究
者
が
利
用
出
来
る

よ
う
に
し
ま
し
た
｡
ま
た
熱
海
市

の
大
野
誠
夫
宅
の
遺
品
に
つ
い
て

も
子
息
の
大
野
曜
吉
先
生
か
ら
目

録
が
届
け
ら
れ
て
お
り
､
民
俗
資

料
室
を
改
修
し
て
そ
の
展
示
の
ス

ペ
-
ス
も
確
保
し
て
い
ま
す
｡

長
塚
節
に
炊
く
歌
人

五
年
前
の
講
演
会
で
川
村
先
生

は
､
茨
城
の
人
間
と
し
て
長
塚
節

に
次
い
で
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
戦
後
の
日
本
の
短
歌
界
を

り
-
ド
し
た
歌
人
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
｡
し
か
し
残
念
な
が
ら

藤
蔵
河
岸
の
回
漕
問
屋
大
野
屋
､

県
下
有
数
の
大
地
主
の
家
に
生
ま

れ
た
こ
の
歌
人
に
つ
い
て
町
内
で

は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
｡

戦
後
間
も
な
く
俳
句
や
短
歌
の

｢
第
二
芸
術
論
｣
　
が
騒
が
れ
､
戦

争
責
任
を
め
ぐ
っ
て
　
｢
短
歌
は
亡

び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
　
と
ま
で

言
わ
れ
た
風
潮
の
中
で
､
現
在
も



戸籍の窓
11月届出分(敬称略)

【下町歩

中　巻

氏　　名l年齢

眞　相　　　葉　雪　86

植　田　隆　雄【 52

本　田　園　雄　　　80

鴻　巣　梯　　子　　　54

古　　橋　　　　博　　　92

鈴　　木　　光五郎　　　72

佐　竹　キミエ　　　84　　音｣金江津

小　倉　た　か　　　72　　　十　　開声

伊　藤　芙　次　　　71　　片　　　巻

I｢i付はつ当　96 l竜J歩

*tta賊を帝i'IされないJ'持手は. l茄=の際に申

し出てください｡

町の人口と世帯

平成1｣l年12月1日現在

人　口11.712人(±0)

男　　5,800人(十7)

女　　5,912人(-7)

世帯数　3,3う2戸(十4)

物価cZ)交通事敬i

17局発生深泥(前月比) (累計)

発生件数　　　　　21件(十2

死者数　　　　　0人(±0) (4)

負傷者数　　　　　5人(臆3) (60)

蟻繊胸Ir姫醗IJJ電瞳蔑恕
園庭醗!J

へ口座振替できる税目へ

○町･県民税(普通徴収) ○固定資産税○軽自動車税

○国民健康保険税○介護保険料○下水道使用料･分担金
一申込手続きについてへ

●申込のとき必要なもの高貯金通帳と印鑑(通帳届出印) ･町

税等の納付書

●申請は｢口座振替依頼書(金融機関にあります)｣に必要事

項を記入し取扱金融機関(※参照)にて申込みができます｡

※取扱金融機関

常陽銀行本店及び各支店､茨城銀行竜ヶ崎支店･新利根支店､

関東銀行竜ヶ崎支店.水戸信用金庫龍ヶ崎支店,稲敷塵業協

同組合町内各支店へ　郵便局

○編集河内町秘書広聴課　　平成14年12月15日発行

〒300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田1183

ホ-ムペ-ジ　h=p //bus川eSS2 plala or.｣P/kawachi

E　メ　-ル　kawa-kz@atias piaia-o｢ ｣P

也
-
羽
生
絞
ま
磨
工
馬

知
･
美
　
茄
へ
-
拓
.
究

高

　

崎

　

辺

　

岡

　

丼

飯

　

沖

　

波

　

赤

　

腰

は

さ

み

は

こ

挟

　

箱

【
寄
贈
者
】
榊
原
　
　
信
氏

江
戸
時
代
に
僧
侶
､
公
家
､
武

士
の
間
で
用
い
ら
れ
た
衣
裳
箱
で
､

外
出
の
際
に
､
主
人
の
衣
裳
を
長

方
形
の
箱
に
納
め
て
従
者
が
担
ぎ

ま
し
た
｡

元
来
は
､
挟
竹
と
い
っ
て
戦
国

時
代
に
竹
を
割
っ
て
そ
れ
に
衣
裳

等
を
挟
ん
で
用
い
た
の
も
の
か
ら

始
ま
り
､
後
に
､
二
枚
板
で
挟
む

よ
う
に
な
り
､
更
に
長
方
形
の
箱

に
か
つ
ぎ
棒
を
通
し
環
を
つ
け
て

携
行
具
と
な
り
ま
し
た
｡

開
聞
鞄




